
こ
の
度
、
長
年
役
員
会
で
会

議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
「
山

門
建
築
」
と
「
墓
地
建
立
」
に

於
い
て
、
去
る
十
月
二
十
八
日

に
新
山
門
及
び
墓
地
建
立
の
完

成
に
伴
い
、
当
日
は
晴
天
の
中
、

檀
信
徒
の
皆
様
の
他
、
岩
手
県

内
時
宗
寺
院
の
御
随
喜
も
頂
き

お
陰
様
で
無
事
本
堂
奉
告
法
要

が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
御
本
尊
木
造
阿
弥

陀
如
来
立
像
の
元
、
佐
藤
良
顕

前
住
職
の
三
回
忌
を
偲
び
参
列

者
と
共
に
手
を
合
わ
せ
た
後
、

山
門
施
工
の
畠
山
建
築
、
そ
し

て
墓
地
施
工
の
セ
イ
コ
ー
石
材
、

二
社
。
並
び
に
多
大
な
る
浄
財

を
御
寄
進
頂
き
ま
し
た
千
葉
久

雄
氏
、
岩
渕
敏
氏
二
名
含
め
感

謝
状
の
授
与
式
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

新
山
門
は
「
冠
木
門
」
（
か

ぶ
き
も
ん
）
と
い
う
様
式
と
な

り
、
時
宗
総
本
山
遊
行
寺
の
山

門
を
初
め
、
時
宗
寺
院
独
特
の

山
門
の
形
式
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
度
の
、
新
山
門
建
築

及
び
墓
地
建
立
に
際
し
御
協
力

頂
き
ま
し
た
檀
信
徒
皆
様
方
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
遊
行
二
祖
他
阿
真

教
上
人
（
一
遍
上
人
の
意
志
を

継
い
で
時
衆
教
団
を
設
立
さ
れ

た
お
上
人
）
が
御
逝
去
さ
れ
て

七
百
年
御
遠
忌
の
年
で
す
。

本
山
の
御
本
尊
修
復
も
終
わ

り
、
お
風
呂
や
建
物
も
新
し
く

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
予
定
で
は
、
六
月
末
頃
の

本
山
参
拝
を
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
決
ま
り
次
第
、

御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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